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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第44期

第１四半期連結
累計期間

第45期
第１四半期連結
累計期間

第44期

会計期間
自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日

自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日

自　平成22年４月１日
至　平成23年３月31日

売上高 （千円） 1,906,533 1,990,595 8,376,756

経常利益 （千円） 173,071 128,672 1,004,345

四半期（当期）純利益 （千円） 91,556 64,881 525,621

四半期包括利益又は

包括利益
（千円）　 79,500 68,567 508,765

純資産額 （千円） 3,936,446 4,236,967 4,291,037

総資産額 （千円） 5,453,071 6,133,981 6,260,042

１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 21.80 15.43 125.09

潜在株式調整後１株

当たり四半期（当期）

純利益金額

（円） 21.53 15.12 123.08

自己資本比率 （％） 70.6 67.2 66.8

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

      ２  売上高には、消費税等は含んでおりません。

　　　３　第44期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」（企業会

計基準第25号　平成22年6月30日）を適用し、遡及処理しております。

　　　４　第44期第１四半期連結累計期間及び第44期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額の算定にあた

り、「１株当たり当期純利益に関する会計基準」（企業会計基準第２号　平成22年６月30日）及び「１株当た

り当期純利益に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第４号　平成22年６月30日）を適用し、

遡及処理しております。

　

２【事業の内容】

　当社グループは、当社及び連結子会社１社で構成されており、ＥＣソリューション事業、システムインテグレーショ

ン事業及び物品販売事業を営んでおります。

　

＜ＥＣソリューション事業＞

　主な事業内容は、ＥＣサイト構築パッケージ「ｅｃｂｅｉｎｇ」のパッケージソフトの販売、カスタマイズ、保守及

びデータセンターでのホスティングサービスの提供に加えて、ＣＭＳ（コンテンツマネジメントシステム）、ＳＥＯ

対策及びプロモーション等の付加価値サービスを提供し、トータル的なＥＣソリューションを提供しております。

　なお、主要な関係会社の異動はありません。

　

＜システムインテグレーション事業＞

　主な事業内容は、当社が開発したソフトウェアプロダクト（Ｘ－ｐｏｉｎｔ、ＡｇｉｌｅＷｏｒｋｓ、Ａｓｓｅｔｍ

ｅｎｔ、Ｌ２Ｂｌｏｃｋｅｒ）の販売、開発及び保守、受託開発及び保守、ネットワーク構築、保守及びデータセンター

でのホスティングサービスを提供しております。

　なお、主要な関係会社の異動はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社ソフトクリエイト(E05485)

四半期報告書

 2/18



＜物品販売事業＞

　主な事業内容は、法人顧客向けにパソコン及びサーバー等のＩＴ機器、市販パッケージソフトウェアを販売しており

ます。

　なお、主要な関係会社の異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）

が判断したものであります。　

　　

(1）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益の改善や海外市場の回復により景気の持ち直しが見

られたものの、欧州を中心とする金融不安、為替レートの急激な変動、東日本大震災及び電力供給不足等により、景

気の先行きは依然として不透明な状況で推移いたしました。

　当社グループが属するＩＴ関連業界におきましては、ＥＣ市場の拡大を背景としたＥＣサイト構築需要の増加は

あるものの、競合各社の低価格競争は一層厳しさを増しており、経営環境は厳しい状況となっております。

　このような状況の中で、当社グループの中核事業であるＥＣサイト構築パッケージ「ｅｃｂｅｉｎｇ」を活用し

たＥＣソリューション事業の業績拡大に注力した結果、ＥＣソリューション事業売上高の伸長により、売上高は19

億90百万円（前年同期比4.4％増）となりました。営業利益は、前年同期は大型案件の受託開発（システムインテグ

レーション事業）の利益計上があったものの、前期下期より価格競争が激しく利益確保が見込めない受託開発（シ

ステムインテグレーション事業）の新規受注を廃止したことにより、１億24百万円（前年同期比26.8％減）とな

り、経常利益は１億28百万円（前年同期比25.7％減）、四半期純利益は64百万円（前年同期比29.1％減）となりま

した。

　

　セグメントの業績は、次のとおりであります。　

①　ＥＣソリューション事業

　ＥＣソリューション事業は、ＥＣサイト構築パッケージ「ｅｃｂｅｉｎｇ」及びカスタマイズの売上高が堅調

に伸長したことに加え、データセンターでのホスティングサービス及びプロモーション等の付加価値サービスの

売上高が伸長したことにより、売上高は８億26百万円（前年同期比24.5％増）、セグメント利益は１億67百万円

（前年同期比11.2％増）となりました。

②　システムインテグレーション事業

　システムインテグレーション事業は、前年同期は大型案件の受託開発の利益計上があったものの、前期下期より

価格競争が激しく利益確保が見込めない受託開発の新規受注を廃止したことにより、売上高は４億28百万円（前

年同期比19.4％減）、セグメント利益は１億41百万円（前年同期比29.9％減）となりました。

③　物品販売事業

　物品販売事業は、ＩＴ機器投資の需要回復によりパソコン等の販売出荷台数が増加し、売上高は７億35百万円

（前年同期比3.4％増）、セグメント利益は27百万円（前年同期比148.6％増）となりました。   
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(2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題に重要な変更はありません。

 

(3）研究開発活動

　該当事項はありません。 

　

(4）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当第１四半期連結累計期間において、前事業年度の有価証券報告書に記載した経営成績に重要な影響を与える要

因及び経営戦略の現状と見通しについての重要な変更はありません。

　

(5）資本の財源及び資金の流動性についての分析

①　資産の変動について

　当第１四半期連結会計期間末の資産合計は61億33百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億26百万円の減少

となりました。これは、主に未成業務支出金が79百万円の増加及び有形・無形固定資産が46百万円増加したもの

の、受取手形及び売掛金が４億７百万円減少したこと等によるものであります。

②　負債の変動について

　当第１四半期連結会計期間末の負債合計は18億97百万円となり、前連結会計年度末に比べ71百万円の減少とな

りました。これは、主に買掛金が91百万円減少したこと等によるものであります。

③　純資産の変動について

　当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は42億36百万円となり、前連結会計年度末に比べ54百万円の減少と

なりました。これは、主に利益剰余金が61百万円減少したこと等によるものであります。

　

(6）経営者の問題認識と今後の方針について

　当第１四半期連結累計期間において、前事業年度の有価証券報告書に記載した経営者の問題認識と今後の方針に

ついての重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 17,000,000

計 17,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成23年６月30日）

提出日現在発行数
（株）

（平成23年８月４日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引

業協会名
内容

普通株式 4,527,813 4,531,413
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

100株

計 4,527,813 4,531,413 ― ―

（注）提出日現在の発行数には、平成23年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行され

た株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成23年４月１日

～ 

平成23年６月30日

2,700 4,527,813 437 843,750 434 874,023

（注）資本金及び資本準備金の増加は、新株予約権の行使による増加であります。

　

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日である平成23年３月31日の株主名簿により記載しております。

　

①【発行済株式】

 平成23年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　　320,000
― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式 　 4,204,000              42,040 ―

単元未満株式 普通株式　 　　 1,113 ― ―

発行済株式総数             4,525,113 ― ―

総株主の議決権 ―               42,040 ―

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、自己株式19株が含まれております。 　　

　

②【自己株式等】

 平成23年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社ソフトクリエイト
東京都渋谷区渋谷２－22－３ 320,000 ― 320,000 7.07

計 ― 320,000 ― 320,000 7.07

　　

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平

成23年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
 (1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,524,083 2,653,791

受取手形及び売掛金 1,669,327 1,261,924

商品 75,158 72,714

未成業務支出金 65,418 144,459

その他 215,380 226,869

貸倒引当金 △7,678 △7,182

流動資産合計 4,541,689 4,352,577

固定資産

有形固定資産 207,947 236,005

無形固定資産 243,923 262,507

投資その他の資産

投資有価証券 791,961 798,396

その他 493,864 503,377

貸倒引当金 △19,343 △18,883

投資その他の資産合計 1,266,482 1,282,890

固定資産合計 1,718,353 1,781,404

資産合計 6,260,042 6,133,981

負債の部

流動負債

買掛金 808,133 716,400

未払法人税等 263,838 12,032

賞与引当金 168,528 95,352

その他 481,823 822,970

流動負債合計 1,722,323 1,646,754

固定負債

退職給付引当金 128,694 125,798

役員退職慰労引当金 117,986 124,461

固定負債合計 246,681 250,259

負債合計 1,969,004 1,897,014

純資産の部

株主資本

資本金 843,312 843,750

資本剰余金 901,710 902,145

利益剰余金 2,817,711 2,756,439

自己株式 △319,827 △319,827

株主資本合計 4,242,906 4,182,507

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △60,942 △58,440

その他の包括利益累計額合計 △60,942 △58,440

新株予約権 18,356 20,999

少数株主持分 90,717 91,901

純資産合計 4,291,037 4,236,967

負債純資産合計 6,260,042 6,133,981
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

売上高 1,906,533 1,990,595

売上原価 1,307,725 1,411,055

売上総利益 598,808 579,539

販売費及び一般管理費 429,466 455,503

営業利益 169,341 124,036

営業外収益

受取利息 1,226 1,482

受取配当金 297 542

貸倒引当金戻入額 33 496

受取手数料 － 1,600

その他 2,896 563

営業外収益合計 4,453 4,684

営業外費用

コミットメントライン手数料 685 －

その他 37 48

営業外費用合計 723 48

経常利益 173,071 128,672

特別利益

固定資産売却益 － 219

貸倒引当金戻入額 3,811 －

特別利益合計 3,811 219

特別損失

投資有価証券売却損 － 1,408

その他 － 350

特別損失合計 － 1,759

税金等調整前四半期純利益 176,883 127,132

法人税、住民税及び事業税 38,293 9,068

法人税等調整額 45,236 51,697

法人税等合計 83,529 60,766

少数株主損益調整前四半期純利益 93,353 66,366

少数株主利益 1,797 1,485

四半期純利益 91,556 64,881
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 93,353 66,366

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △13,853 2,200

その他の包括利益合計 △13,853 2,200

四半期包括利益 79,500 68,567

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 76,701 67,383

少数株主に係る四半期包括利益 2,799 1,184
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【継続企業の前提に関する事項】

当第１四半期連結会計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

　該当事項はありません。

 

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

当第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

　　　　該当事項はありません。　

　

【会計方針の変更等】

当第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

　該当事項はありません。　

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

　該当事項はありません。

 

【財政状態、経営成績又はキャッシュ・フローの状況に関する事項で、当該企業集団の財政状態、経営成績及びキャッ

シュ・フローの状況の判断に影響を与えると認められる重要なもの】

　当第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

　　該当事項はありません。

　

【追加情報】

当第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

　　　　該当事項はありません。 

　

（四半期連結損益計算書関係）

　　　　該当事項はありません。

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び前第１四半期連結累計期間に係る

四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費

（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。　

前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

　減価償却費　 42,988千円 減価償却費　 45,671千円

 

（株主資本等関係）

　前第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

　　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年５月10日

取締役会
普通株式 63,010 15.00平成22年３月31日平成22年６月10日利益剰余金

 

　当第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

　　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年５月９日

取締役会
普通株式 126,152 30.00平成23年３月31日平成23年６月９日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　 報告セグメント

合計
調整額

（注）１

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）２

ＥＣソリュー

ション事業

システムイン

テグレーショ

ン事業

物品販売

事業

売上高 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 664,335530,954711,2421,906,533 ― 1,906,533

　セグメント間の内部

　売上高又は振替高
1,097 ― 215 1,313 △1,313 ―

　　　計 665,433530,954711,4581,907,846△1,313 1,906,533

　セグメント利益 151,045201,81811,132363,996△190,924 173,071

（注）１　セグメント利益の調整額△190,924千円は、セグメント間取引10,200千円、その他調整額3,675千円、各報

告セグメントに配分していない全社費用△204,800千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグ

メントに帰属しない一般管理費であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。　　　

　

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　 報告セグメント

合計
調整額

（注）１

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）２

ＥＣソリュー

ション事業

システムイン

テグレーショ

ン事業

物品販売

事業

売上高 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 826,923428,048735,6231,990,595 ― 1,990,595

　セグメント間の内部

　売上高又は振替高
1,186 ― 1,265 2,451 △2,451 ―

　　　計 828,109428,048736,8891,993,047△2,451 1,990,595

　セグメント利益 167,945141,57327,672337,191△208,519 128,672

（注）１　セグメント利益の調整額△208,519千円は、セグメント間取引10,200千円、その他調整額5,256千円、各報

告セグメントに配分していない全社費用△223,975千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグ

メントに帰属しない一般管理費であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

　

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

　

（企業結合等関係）

当第１四半期連結会計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

　該当事項はありません。　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、次のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 21円80銭 15円43銭

（算定上の基礎） 　  

四半期連結損益計算書上の四半期純利益金額

（千円）
91,556 64,881

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 91,556 64,881

普通株式の期中平均株式数（株） 4,200,673 4,205,431

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 21円53銭 15円12銭

（算定上の基礎）  　

四半期純利益調整額（千円） ― ―

普通株式増加数（株） 51,675 86,298

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益金額の算定に含まれなかった潜在株式

について、前連結会計年度末から重要な変動があった

ものの概要

― ―

　

（会計方針の変更）　

当第１四半期連結会計期間より、「１株当たり当期純利益に関する会計基準」（企業会計基準第２号　平成22年

６月30日）及び「１株当たり当期純利益に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第４号　平成22年

６月30日）を適用しております。

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定にあたり、一定期間の勤務後に権利が確定するストック・オ

プションについて、権利の行使により払い込まれると仮定した場合の入金額に、ストック・オプションの公正な評

価額のうち、将来企業が提供されるサービスに係る分を含める方法に変更しております。

これらの会計基準等を適用しなかった場合の前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純

利益金額は、21円47銭であります。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。　

　　

２【その他】

平成23年５月９日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

（１）配当金の総額　　　　　　　　　　　　126,152千円

（２）１株当たりの金額　　　　　　　　　　30円00銭

（３）支払請求の効力発生日及び支払開始日　平成23年６月９日

（注）平成23年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。　

 

EDINET提出書類

株式会社ソフトクリエイト(E05485)

四半期報告書

15/18



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　

該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成23年８月４日

株式会社ソフトクリエイト

取 締 役 会　御 中
 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 坂　　田　　純　　孝　　㊞

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 原　　口　　清　　治　　㊞

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ソフトクリ

エイトの平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から

平成23年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任　

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。　

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ソフトクリエイト及び連結子会社の平成23年６月30日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。
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利害関係　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 （注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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